
日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。
【研究代表者・所属研究機関控】

２版

２版様　式　Ｆ－７－２

　２．課題番号

５．研究実績の概要

６．キーワード

７．研究発表

〔雑誌論文〕　計2件（うち査読付論文　2件／うち国際共著　2件／うちオープンアクセス　2件）

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.1021/acs.bioconjchem.0c00239 有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An Artificial Amphiphilic Peptide Promotes Endocytic Uptake by Inducing Membrane Curvature

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
Bioconjugate Chemistry 1611～1615

助教

馬場　健太郎

３．研究課題名

 １．著者名  ４．巻
Masuda Toshihiro、Hirose Hisaaki、Baba Kentarou、Walrant Astrid、Sagan Sandrine、Inagaki
Naoyuki、Fujimoto Toyoshi、Futaki Shiroh

31

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実績報告書（研究実績報告書）

機関番号

所属研究機関名称
１４６０３

研究
代表者

奈良先端科学技術大学院大学

先端科学技術研究科部局

職

氏名

走化性　細胞移動　樹状細胞　アクチン　クラッチ分子　細胞接着分子　免疫　コラーゲン

１．研究種目名　　　

  「力」と「組織の硬さ」に着目した樹状細胞の走化性の分子機構の解明

19K16127  若手研究

　免疫細胞の一種である樹状細胞は、CCL19等の誘引物質の濃度の高い側へ走化性によって移動する。細胞移動の推進力発生にはアクチン線維と細胞接着分子と
の間を連結するクラッチ分子が重要である。しかしながら、樹状細胞のクラッチ分子は不明であり走化性の分子機構はよく解っていない。本研究では、1分子計
測、細胞移動の推進力の測定、原子間力顕微鏡（AFM）による組織の硬さ測定などを含む先端技術を駆使して、走化性を生み出す力と組織の硬さという視点から
樹状細胞の走化性の分子機構の解明を目指した。 
　前年度は、樹状細胞においてShootin1bがアクチン線維と細胞接着分子L1との間を連結するクラッチ分子として機能し、CCL19に向かう走化性移動に関与するこ
とを証明した。本年度は、Shootin1bノックアウト樹状細胞を用いて網目の粗い柔らかいコラーゲンゲルおよび網目の細かい硬いコラーゲンゲル中での樹状細胞
の走化性移動を解析した。柔らかいゲル中では野生型細胞に比べてノックアウト細胞の移動速度は減少したが、硬いゲル中では野生型細胞とノックアウト細胞の
移動速度に変化がないことが解った。次に、マウスの足の裏からノックアウト樹状細胞を注入し、リンパ管を通りリンパ節へ向かうノックアウト樹状細胞の移動
を解析した。野生型細胞に比べてノックアウト細胞ではリンパ節に移動した細胞数が減少することが解った。また、CCL19刺激後の樹状細胞の破砕液を用いて
Shootin1bのリン酸化を解析したところ、リン酸化酵素Pak1によりShootin1bがリン酸化されることが解った。以上の結果から、Shootin1bを介した走化性の移動
様式がコラーゲンの硬さにより変化することや、Shootin1bは組織内の移動に関与すること、さらには、Pak1を介したShootin1bのリン酸化が樹状細胞の走化性移
動に関与することが示された。 
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